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52 

、

町 の 人 口 

(51年12月末日現在） 

人 口 9, 239人 （減12) 

4,412人 （減1 ) 

4,827人 (減11) 

2,875世帯（増3 ) 

男

女

 世帯数 

出生 5 人 

死亡 5 人 

転入 26人 

転出 38人 

( ）内は前月との増減 

〈赤池町役場前にて〉 

「中国より帰国」～40年ぶり故国の土～ 

“白川末男さん一家11人，，おかえりなさい．ク 

2 

和
名
 
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
 

寒
さ
が
き
び
し
い
の
で
、
着
物
を
さ
 

ら
に
重
ね
る
衣
更
着
か
ら
二
月
を
如
月
 

と
い
う
。
 

1
日
（
火
）
 

成
人
病
予
防
週
間
 

3
日
（
木
）
 

節
分
 

4
日
（
金
）
 

立
春
 

6
日
（
日
）
 

初
午
 

8
日
（
火
）
 

針
供
養
、
こ
と
始
め
 

11 

日
（
金
）
 

建
国
記
念
日
 

14 

日
（
月
）
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
 テ

ー
 

17 

日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

（
旧
第
二
公
民
館
）
 

18 

日
（
金
）
 

旧
正
月
 

20 

日
（
日
）
 

家
庭
の
日
 

26 

日
（
土
）
 

二
・
二
六
事
件
 

（
昭
和
 11 

年） 

28 

日
（
月
）
 

春
の
全
国
火
災
 

予
防
運
動
 

▽
成
功
を
欲
す
れ
ぱ
 

困
苦
に
耐
え
よ
△
 



(3） 第169号 昭和52年2月1日 け
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昭和52年成人式該当者1 1 1 人 

111人の新成人が新たに大人の仲間入り 

十
五
日
の
成
人
の
日
に
は
、
全
国
で
 

白
十
八
万
人
の
新
成
人
が
大
人
の
仲
間
 

入
り
を
し
ま
し
た
が
、
赤
池
町
で
も
百
 

十
一
人
の
新
成
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。
 

新
成
人
の
男
女
別
並
び
に
地
区
別
を
 

見
ま
す
と
、
次
の
通
リ
で
す
。
 

男
（
六
十
三
名
）
、
女
（
四
十
八
名
）
 

上
野
地
区
三
十
九
名
、
市
場
地
区
十
八
 

名
、
赤
池
地
区
五
十
四
名
で
す
。
 

新
成
入
が
生
ま
れ
た
昭
和
三
十
一
年
 

は
、
神
武
景
気
に
日
本
が
沸
い
た
の
を
 

始
め
、
数
々
の
出
来
事
が
活
気
に
満
ち
 

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
 

赤
池
町
で
は
そ
の
新
成
人
を
お
祝
し
 

て
、
十
五
日
出
、
午
前
十
時
よ
 

り
赤
池
町
民
会
館
に
お
い
て
成
 

人
式
を
催
し
ま
し
た
が
、
中
で
 

も
町
長
を
囲
ん
で
の
キ
ャ
ン
ド
 

成
人
式
出
席
者
記
念
撮
影
 

か
 

。
 

・
ブ
 

好
天
で
の
消
防
団
出
初
式
 

廿
昭
和
 52 

年
下
田
川
四
ケ
町
連
合
廿
 

赤
池
町
の
消
防
団
出
初
式
は
一
月
九
 

日
回
、
下
田
川
四
ケ
町
が
連
合
し
、
方
 

城
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
好
天
の
 

も
と
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
式
典
は
、
午
前
九
時
三
十
分
よ
 

り
開
式
さ
れ
、
方
城
町
消
防
団
長
よ
り
 

出
動
人
員
の
報
告
が
あ
り
、
赤
池
町
百
 

五
十
三
人
、
金
田
町
百
人
、
糸
田
町
八
 

＋
五
人
、
方
城
町
百
八
人
の
四
百
四
十
 

六
人
の
出
動
で
、
こ
れ
よ
り
人
員
の
服
 

装
点
検
、
並
び
に
機
械
器
具
の
点
検
が
 

行
な
わ
れ
、
こ
の
後
、
規
律
あ
る
統
率
 

の
も
と
に
堂
々
た
る
分
列
行
進
な
ど
、
 

旧
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
表
彰
式
に
う
つ
り
、
当
日
は
 

県
知
事
表
彰
、
県
消
防
協
会
長
表
彰
、
 

（
統
率
あ
る
式
典
風
景
）
 

（
消
防
車
分
列
行
進
）
 

県
消
防
協
会
田
川
郡
支
部
長
表
彰
、
町
 

長
表
彰
が
あ
リ
、
本
町
消
防
団
は
県
消
 

防
協
会
長
よ
り
表
彰
旗
が
贈
呈
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

本
町
の
表
彰
関
係
者
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
（
敬
称
略
）
 

⑥
福
岡
県
知
事
表
彰
 

香
月
 
昌
憲
（
班
 

長
）
第
一
分
団
 

城
野
 
博
憲
（
 

ガ 

） 

ガ 

立
花
 
政
昭
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

亀
谷
 
徳
光
（
部
 
長
）
第
三
分
団
 

有
吉
 
敬
介
（
 

ク 

）
第
三
分
団
 

⑥
福
岡
県
消
防
協
会
田
川
市
部
長
表
彰
 

大
久
保
和
仁
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

鶴
森
 
哲
男
（
・
r

・
）
第
六
分
団
 

＠
赤
池
町
長
表
彰
 

太
田
 

荒
喜
（
副
分
団
長
）
第
一
分
団
 

梶
原
 
政
利
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

亀
谷
 

川
ロ
 

松
次
（
班
 

長
）
第
三
分
団
 

益
喜
（
団
 
員
）
第
四
分
団
 

浦
田
 

繁
弘
（
 

万 

）
第
五
分
団
 

小
松
 
節
夫
（
班
 

長
）
第
六
分
団
 

長
谷
川
 
孝
（
団
 

員
）
本
部
分
団
 

立
花
 
繁
樹
（
 

ガ 

） 

" 

⑥
優
良
消
防
団
員
表
彰
 

石
橋
安
太
郎
（
団
 
員
）
第
一
分
団
 

水
永
 

雄（ 

ガ 

）
第
二
分
団
 

藤
重
 

武
（
部
 

長
）
第
三
分
団
 

植
木
 
藤
吉
（
副
分
団
長
）
第
四
分
団
 

太
田
 

淳（ 

ガ 

）
第
五
分
団
 

小
松
 
義
治
（
 

ガ 

）
第
六
分
団
 

太
田
 

勝
正
（
班
 

長
）
本
部
分
団
 

一

 

保
健
所
だ
よ
り
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さ
れ
ま
す
。
 

ル
の
つ
ど
い
で
は
、
新
成
人
が
 
「
人
々
 

と
協
調
連
帯
し
、
新
し
い
地
域
社
会
建
 

設
」
を
哲
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
 

賓
・
中
学
時
代
の
恩
師
を
囲
ん
で
の
祝
 

（祝賀パーティー） （晴着姿で受付へ） 

，
ノ
j

ツ
 

⑥
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰
 

〔
十
年
〕
 

宇
都
宮
紀
雄
（
団
 
員
）
第
四
分
団
 

藤
野
 
八
郎
（
 

" 

）
本
部
分
団
 

〔
十
五
年
〕
 

青
柳
 
徳
実
（
団
 
長
）
本
部
分
団
 

〔
二
十
年
〕
 

和
田
 

豊
（
部
 

長
）
第
二
分
団
 

林
 

道
治
（
 

" 

）
第
四
分
団
 

〔
二
十
五
年
〕
 

世
良
 
庄
七
（
班
 

長
）
第
一
分
団
 

城
野
 
豊
文
（
 

ク 

） 

r 

市
川
 
泰
雄
（
 

刀 

） 

ガ 

藤
岡
 

登
（
分
団
長
）
第
四
分
団
 

〔
三
十
年
〕
 

松
井
 

猛
（
副
団
長
）
本
部
分
団
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

健
康
の
三
本
柱
 

健
康
に
つ
い
て
 
m
 

皆
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
健
康
に
つ
い
て
 

ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
 

方
病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て
健
康
の
あ
 

り
が
た
さ
を
知
る
4

こ
れ
で
は
、
も
う
 

遅
い
の
で
す
。
今
月
か
ら
健
康
に
つ
い
 

て
お
話
し
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
 

家
族
み
ん
な
の
健
康
を
考
え
て
み
ま
し
 

よ、つ。 
健
康
と
は
、
肉
体
的
、
精
神
的
か
つ
 

経
済
的
に
良
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
 

い
ま
す
。
健
康
な
人
は
次
の
こ
と
が
な
 

〇
長
生
き
す
る
。
 

o
活
動
的
な
行
動
力
を
も
っ
て
い
る
。
 

〇
環
境
適
応
能
力
、
抗
病
力
（
免
疫
力
）
、
 

回
復
力
が
強
い
。
 

o
心
身
そ
う
快
、
気
力
充
実
し
て
い
る
。
 

o
快
適
な
頭
脳
活
動
が
で
き
る
。
 

健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
三
 

本
の
柱
が
あ
リ
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
 

と
つ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

一
、
栄
 

養
 

健
康
な
身
体
を
作
り
上
げ
、
健
康
を
 

保
持
す
る
た
め
に
は
、
適
正
な
栄
養
が
 

必
要
で
す
。
 

①
た
ん
ぱ
く
質
（
動
物
性
、
植
物
性
）
 

を
一
日
量
約
七
十
ー
八
十
グ
ラ
ム
と
 

る。 

賀
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
若
者
の
時
代
建
 

設
へ
話
題
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

皆
様
と
と
も
に
御
活
躍
を
お
祈
リ
致
 

し
ま
し
ょ
、
フ
。
 

（キャンドルのつどい） r責任と自覚を胸に代表者に、 
、よるケーキカッ ト ノ 
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酒
田
市
大
火
見
舞
か
ら
 

昨
年
の
十
月
二
十
九
日
、
午
後
 

五
時
三
十
分
に
お
き
た
山
形
県
酒
 

田
市
の
大
火
災
は
、
映
画
館
グ
リ
 

ー
ン
ハ
ウ
ス
よ
り
出
火
し
、
延
々
 

十
一
時
間
も
燃
え
つ
づ
け
、
死
者
 

一
人
、
負
傷
者
千
三
人
、
被
災
世
 

帯
千
二
十
三
世
帯
、
被
災
棟
数
千
 

七
百
七
十
四
棟
、
被
災
人
員
三
千
 

三
百
人
、
焼
出
面
積
二
十
二
・
五
 

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
そ
の
被
害
総
額
四
 

百
五
億
円
に
も
及
ぶ
、
戦
後
日
本
 

で
の
四
番
目
の
大
災
害
を
出
し
被
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
当
町
か
ら
の
 

見
舞
等
に
対
す
る
謝
意
が
、
酒
田
 

市
長
、
酒
田
市
災
害
対
策
本
部
長
、
 

酒
田
市
議
会
よ
り
届
い
て
お
リ
ま
 

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

今
後
は
一
日
も
早
く
当
市
の
復
興
 

と
再
建
を
お
祈
リ
申
し
上
げ
ま
す
。
 

②
糖
 
質
 

主
に
穀
類
、
果
物
か
ら
一
日
量
約
三
 

百
ー
四
百
五
十
グ
ラ
ム
と
る
。
 

③
脂
 
質
 

主
に
植
物
油
と
動
物
肉
中
か
ら
約
三
 

十
ー
四
十
グ
ラ
ム
と
る
。
 

④
ビ
タ
ミ
ン
類
 

ミ
ネ
ラ
ル
も
大
切
で
す
が
、
各
種
の
 

食
品
に
入
っ
て
い
る
の
で
適
当
な
食
 

品
を
選
択
し
て
お
け
ば
、
ま
ず
不
足
 

は
な
い
で
し
ょ
う
。
 

一 
一~ー ～一ー~ー’ ~．一~二＝ー一 



け
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「電話機の故障は 

― 局番なしの1 1 
17議案を可決・閉会

「 12
 

月
定
例
町
議
会
」
 

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
 

定
例
町
議
会
は
、
去
る
＋
 

二
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
 

ま
で
の
五
日
間
ひ
ら
か
れ
、
 

議
案
十
七
件
が
上
程
さ
れ
、
 

慎
重
審
議
の
結
果
、
そ
れ
 

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
 

ま
し
た
。
 

審
議
結
果
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

1
、
昭
和
五
十
一
年
度
一
 

般
会
計
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

二
、
四
111
三
、
七
七
四
、
 

一
六
一
円
 

歳
出
決
算
額
 

二
、
四
六
二
、
四
三
四
、
 
一
五
四
円
 

差
引
残
額
 

△
ニ
八
、
六
五
九
、
九
九
三
円
 

2
、
昭
和
五
十
年
度
特
別
会
計
国
民
健
 

康
保
険
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

一
三
一
、
五
っ
九
、
つ
九
四
円
 

歳
出
決
算
額
 

一
二
四
、
つ
」
「
八
、
四
五
一
円
 

差
引
残
額
 

七
、
四
七
っ
、
六
四
三
円
 

3
、
昭
和
五
十
年
度
特
別
会
計
赤
池
橋
 

架
設
準
備
積
立
金
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

三
、
七
り
七
、
・
二
つ
つ
円
・
 

歳
出
決
算
額
 

三
、
七
っ
七
、
．
う
J
円
 

) 
、

、

ー

 

差
引
残
額
 

っ
円
 

4
、
昭
和
五
十
年
度
特
別
会
計
上
野
地
 

区
簡
易
水
道
事
業
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

一
二
、
一
七
九
、
つ
二
つ
円
 

歳
出
決
算
額
 

一J
、
三
八
四
、
七
J
八
円
 

差
引
残
額
 一

、
ゼ
九
四
、
三
一
二
円
 

5
、
昭
和
五
十
年
度
特
別
会
計
住
宅
改
 

修
資
金
貸
付
事
業
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

一
二
、
七
六
八
、
九
六
五
円
 

歳
出
決
算
額
 

一
二
、
三
八
六
、
八
り
七
円
 

差
引
残
額
 

三
八
二
、
 

一
五
八
円
 

ーつ 

「
ぞ
う
き
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
」
 

子
供
た
ち
は
、
国
の
宝
と
ー
 

赤池町上野 

藤田孝子さん 

こ
の
人
、
子
供
た
ち
か
ら
「
ぞ
う
き
 

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
 

れ
て
き
た
、
ぞ
う
き
ん
づ
く
リ
の
主
人
 

公
、
赤
池
町
大
字
上
野
大
久
保
、
無
職
 

藤
田
孝
子
さ
ん
（
八
十
五
オ
）
は
、
実
 

子
が
い
な
か
っ
た
が
「
子
供
た
ち
は
国
 

の
宝
、
少
し
で
も
子
供
の
手
助
け
を
し
 

て
や
り
た
い
」
と
、
学
校
で
使
う
ぞ
う
 

き
ん
を
縫
う
こ
と
を
思
い
た
ち
、
木
綿
 

の
着
物
な
ど
で
根
気
よ
く
ぞ
う
き
ん
を
 

縫
い
続
け
て
約
十
五
年
間
、
定
期
的
に
 

番
 

（
く
〕
 

ぞ
う
き
ん
を
約
五
百
以
上
、
小
学
校
に
 

贈
っ
て
き
ま
し
た
。
 

最
初
は
市
場
小
学
校
、
そ
し
て
上
野
 

小
学
校
へ
と
贈
っ
て
い
る
う
ち
に
、
こ
 

の
善
意
を
知
っ
た
親
類
の
人
や
、
近
所
 

の
人
た
ぢ
も
古
い
木
綿
の
布
切
れ
が
た
 

ま
れ
ば
、
ぞ
う
き
ん
づ
く
リ
に
協
力
し
 

て
く
れ
ま
し
た
。
 

子
供
た
ち
が
、
あ
り
が
と
う
と
頭
を
 

下
げ
る
と
、
苦
労
も
忘
れ
た
そ
う
で
す
。
 

今
日
で
は
、
も
う
ぞ
う
き
ん
づ
く
り
 

は
や
め
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
親
し
ま
 

れ
て
き
た
子
供
た
ち
か
ら
送
ら
れ
た
ー
 

つ
ー
つ
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
、
毎
日
 

を
暮
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
成
人
式
を
迎
え
た
人
々
（
当
時
 

小
学
一
・
二
年
生
）
に
と
っ
て
は
、
こ
 

6
、
昭
和
五
十
年
度
特
別
会
計
地
域
開
 

発
事
業
決
算
の
認
定
 

歳
入
決
算
額
 

一
一
三
、
っ
二
九
、
九
六
六
円
 

歳
出
決
算
額
 

一
一
三
、
っ
二
九
、
八
一
七
円
 

差
引
残
額
 

一
四
九
円
 

7
、
専
決
処
分
の
承
認
 

昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
の
補
正
 

で
す
が
、
こ
れ
は
九
月
の
台
風
に
よ
 

る
被
害
で
、
赤
池
町
中
学
校
体
育
館
 

及
び
相
撲
場
の
災
害
復
旧
事
業
費
の
 

補
助
金
申
請
を
す
る
た
め
、
緊
急
に
 

予
算
措
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
 

っ
た
た
め
、
三
百
五
十
八
万
六
千
円
 

の
補
正
を
十
一
月
十
三
日
付
で
専
決
 

処
分
し
た
の
で
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
 

し
た
。
 

8
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

ボ
タ
山
防
災
工
事
第
ー
工
区
及
び
第
 

ニ
工
区
、
並
び
に
薬
モ
寺
ー
石
松
線
 

道
路
舗
装
工
事
は
、
い
づ
れ
も
一
千
 

万
円
を
こ
え
る
た
め
、
議
会
の
議
決
 

を
得
ま
し
た
。
 

9
、
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
 

合
規
約
の
一
部
変
更
 

条
文
の
一
部
変
更
と
一
部
事
務
組
合
 

の
加
入
、
脱
退
に
よ
る
規
約
を
変
更
 

し
ま
し
た
。
 

〕 

10 

、 
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
改
正
 

人
事
院
勧
告
が
八
月
十
日
に
行
わ
れ
 

た
の
で
、
 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
を
 

こ
れ
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
 

⑥電話教室のこf利用を⑥ 

ト電話をかけるとき、ダイヤルとダイヤルの間 

かくを5秒以上あけるとお話し中の音がして 

つながらなくなります。手を休めづにダイヤ 

ルをお廻しください。 

トダイヤルを廻し終った後5秒～15秒程度無 

音の状態となる場合がありますが、これは交 

換機が空回線を探しているためで故障ではあ 

りません。 

トおかけになった相手がお話し中の場合は3分 

間まちましょう。 

トなお、電話の具合が悪いときはすぐ局番なし 

の113番（無料）へお知らせ下さい。ここ 

は電話の故障の受付で電話の診断をするとこ 

， ろです。 

ト電話教室のお申込は、田川電報電話局自動運 

用課へ。 

電話（09474)④4216 番 

心 配 こ, と 相 談 

〔毎月一回 17 日〕 
赤池役場旧第二公民館 

※ 17日が日曜日のときは翌日 

となります。 

ご利 用 下 さ い 

の
愛
称
「
ぞ
う
き
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
」
 

よ
り
祝
い
の
言
葉
が
次
の
よ
う
に
送
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
 

「
成
人
式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
心
 

よ
り
言
葉
短
か
に
…
…
…
…
：
・
。
 

11 

、
単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
改
正
 

人
事
院
勧
告
に
よ
る
一
般
職
の
給
与
 

改
正
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
 

12 

、
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
改
正
 

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
 

け
、
こ
れ
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
 

13 

、
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
 

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
 

け
、
こ
れ
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
 

14 

、
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
改
正
 

人
事
院
勧
告
に
よ
る
一
般
職
の
給
与
 

改
正
に
準
じ
て
改
正
し
ま
し
た
。
 

15 

、 
一
般
職
の
職
員
の
通
勤
手
当
支
給
 

方
法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
て
手
当
の
改
 

正
を
し
ま
し
た
。
 

16 

、
昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
 

予
算
 

追
加
補
正
額
 

三
五
六
、
二
っ
七
 
っ
っ
り
円
 

補
正
後
の
予
算
総
額
 

二
、
九
九
二
、
七
一
九
、
つ
つ
J
円
 

17 

、
昭
和
五
十
一
年
度
町
立
病
院
事
業
 

特
別
会
計
補
正
予
算
 

追
加
補
正
額
 

】
四
、
三
六
三
、
J
つ
つ
円
 

補
正
後
の
予
算
総
額
 

三
五
五
、
四
七
七
、
J
J
J
円
 

交
通
情
報
だ
よ
り
 

昭
和
 51 
年
交
通
事
故
概
況
 

⑥
田
川
警
察
署
管
内
（
免
許
人
口
 
四
一
、
J

一 

人〕 

年
度
／
区
分
 
人
身
事
故
件
数
 

死
 
者
 
数
 

傷
 
者
 
数
 

昭
和
 51
 

年
 

八
J
七
人
 

炎 

一
一
一
一
人
 

昭
和
 50
 

年
 

八
‘
一
四
人
 

一
一
ニ
人
 

一
一
九
六
人
 

増
減
 

e

一
七
人
 

④

 

一
ニ
人
 

e
 
七
五
人
 

⑨
赤
池
町
（
免
許
人
ロ
 
二
、
七
っ
一
人
）
 

年
度
／
区
分
 
人
身
事
故
件
数
 

死
 
者
 
数
 

傷
 
者
 
数
 

刀
口
ロ
1
'Fr 

叫
禾
1
にuA
エ 

！
一
五
人
 

J
人
 

三
七
人
 

一和和 
50
 

年
 

一一．一人 

一人 

四
八
人
 

増
減
 

④
 
七
人
 

（ブ 

ー人 

e

一一人 

⑨
赤
池
町
飲
酒
運
転
違
反
者
検
挙
状
況
 

▽
違
反
者
数
 
十
一
人
 

▽
逮
補
者
数
 

⑥
火
 

⑥
き
 

⑥
た
 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 

火あそびによる 
⑥ ⑥ 
火災をな＜そう．ク 

プつ ラ 

改え 
ひイ 

5ぐ二て寒こ、9、γ、 
とンてに】ニで1血監 ／ー， ソーキー 

え・， ノーS 乙て\7 i'' 

どタ賃〉議」ノI 
、 ーーーーーーノー 

昭
和
五
十
一
年
度
、
消
防
白
書
に
よ
 

れ
ば
、
例
年
に
た
が
わ
ず
火
災
原
因
の
 

主
位
を
占
め
て
い
る
の
が
、
た
き
火
や
 

火
あ
そ
び
に
よ
る
出
火
で
あ
り
、
特
に
 

寒
い
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
 

期
に
多
く
、
山
や
田
畑
、
小
屋
な
ど
子
 

供
の
あ
そ
び
場
の
多
い
周
辺
地
域
に
多
 

く
お
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
 

火
災
を
絶
滅
す
る
た
め
、
当
田
川
地
区
 

消
防
本
部
で
は
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
 

推
進
運
動
を
行
な
っ
て
お
リ
ま
す
。
 

●
子
供
に
マ
ッ
チ
を
持
た
せ
ま
い
。
 

●
花
火
あ
そ
び
は
、
大
人
が
付
添
う
。
 

●
火
の
つ
い
た
紙
な
ど
持
た
せ
な
い
。
 

●
ラ
イ
タ
ー
あ
そ
び
を
さ
せ
な
い
。
 

一人 

（
由
川
警
察
署
）
 

●
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
一
度
に
多
 

く
の
も
の
を
燃
や
さ
な
い
。
 

●
空
地
等
で
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
 

枯
草
な
ど
に
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
周
囲
 

の
状
況
タ
確
め
、
い
つ
も
水
バ
ケ
ッ
な
 

ど
消
火
の
準
備
を
す
る
。
 

※
子
供
は
大
人
の
目
の
届
か
な
い
と
・
」
 

ろ
で
知
識
欲
や
興
味
本
位
に
火
あ
そ
び
 

を
し
ま
す
。
普
段
か
ら
子
供
の
火
に
対
 

す
る
し
つ
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ー
田
川
地
区
消
防
本
部
‘
ー
 


